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岡崎久彦著「陸奥宗光とその時代」PHP文庫、PHP研究所 2003年 3月 17日朝刊を読む

自分の力で運命を切り拓く
うんめい き ひら

１．(１)さて、ウィーン滞在中の陸奥の勉強ぶはほんものであった。
、、、、たいざいちゆう む つ べんきよう

(２)ノートをみるだけでも、それは明らかであるが、ここでは、そのノートを受け取った返事と
へ ん じ

思われるシュタインの陸奥宛の手紙を引用する。
む つ あて

「講義録拝受。単に熟 読しただけでなく、はなはだ愉快に感じました。わずか数か月の間
こう ぎ ろ く はいじゆ たん じゆくどく ゆ か い かん

に数百ページの原稿を整理することは容易なことではなく、たいへんなご勉強です。
げんこう せ い り よ う い べんきよう

私のような年になると、種々心に期したことも中途半端で終わってしまうことも多いので、
しゆじゆ き ちゆうとはんぱ お

貴兄からご送付の講義録がかくも完全なのを拝見するにつけ、感に堪えません……日本人は知
き け い そ う ふ こ う ぎ ろ く かんぜん はいけん かん た

力がすぐれているだけでなく、精神の高 尚なことは私がよく知っているところです……ご帰
せいしん こうしよう

国の上はきっと目覚ましいご活躍のことと期待しています……」
め ざ かつやく き た い

(３)この陸奥の勉 強ぶりに感嘆したのは、その師のシュタインだけではなかった。ウィーンの
む つ べんきよう かんたん し

西園寺公使も二度にわたって、陸奥の勉強ぶりを伊藤に報告している。
さいお ん じ こ う し い と う ほうこく

「陸奥氏は今までは英国風の学問だったのですが、ヨーロッパに来てからは、また何か新た
む つ し えいこくふう がくもん

に感じられたところがあるようです。同氏の勉強ぶりは実に驚くべきものです」
かん ど う し べんきよう じつ おどろ

「同人滞欧中は、たいへんな勉 強ぶりでした。帰国後お会いになれば、きっとみちがえる
どうじんたいおうちゆう べんきよう

ようになったとお感じになるでしょう。私が考えるには、陸奥のような人物を民間に遊ばせて
かん む つ じんぶつ みんかん あそ

おいては本人にとっても損ですが、政府にとっても得策とは言い難く、願わくは、速やかに政
そん せ い ふ とくさく がた ねが すみ

府にご採用になってはいかがでしょうか。私は別に本人の肩をもってそう言っているわけでは
さいよう べつ かた

ありません」

２．(１)人間はいくつになっても努力しなければならないものと思う。
どりよく

(２)陸奥の才能についてはすでに何人も疑うところのない定 評がある。また、権 力の中 枢に
む つ さいのう なんにん うたが ていひよう けんりよく ちゆうすう

いる伊藤などとの間に渝らぬ友情がある。
い と う かわ ゆうじよう

(３)それでも、このウィーンにおける勉 強を西園寺が認めて伊藤に書き送ったということで、
べんきよう さ い お ん じ みと い と う おく

伊藤がどれだけ陸奥を見直したか。また、もともと陸奥を庇う気があったとしても、どれだけ
かば

伊藤が陸奥を引き立て易くなったか測りしれないものがある。
やす はか
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(４)もし、陸奥が、獄 中でセンチメンタルな詩作にそのままふけっていたとしたら、そして、
む つ ごくちゆう し さ く

もしヨーロッパで、他の洋行人士と同じように、「今さら勉 強という年でもない」と言って悠々
た ようこうじんし べんきよう ゆうゆう

と遊学していたならば、その後のような陸奥の将 来はなかったのであろう。陸奥はつねに、
ゆうがく しようらい

自分の力で自分の運命を切り拓いていったのである。
うんめい き ひら

(５)幕末の大儒佐藤一斎(1772～ 1859年)は言っている。
ばくまつ たいじゆ さ と う いつさい

少くして学べば壮にして為すあり
わか まな そう な

壮にして学べば老いて衰えず
そう お おとろ

老いて学べば死して朽ちず
お し く

P108～ 110

[コメント]

不平等条約改正をはじめ日本外交の基礎を築いた陸奥宗光の一代記。5 年間の獄中生活の直後、
米国、英国そして欧州に 1年 10か月間勉強に出掛けたときの勉強ぶりがこの文章からよくわかる。
自分の人名を日本の政治の発展のために捧げ尽くしてもかまわないという強い信念と使命感に基づ

いた勉強の様子がよくわかる。また、死所を得た、命を捨てる覚悟でのものごとへの取り組みは感

動を覚える。こうして、日本の基礎は築かれた。

－ 2010年 6月 14日 林明夫記－


